
 

村松志保子助産師顕彰会 会報誌 （第3回発行・2008年2月) 

 【村松志保子助産師顕彰会とは】 
   明治・大正時代に女医から産婆になり、博愛精神に基づいた福祉活動や女性の地位向上に貢献した村松志保子の 
  功績を顕彰し、その精神と志に根ざした活動を実践した助産師（産婆）を表彰し、その志を継承した活動を通じて 

会報誌 「しほこの樹」 
第3号 

受賞者の皆様とあおいくま推進グループの方たちを迎えて、 にこやかな記念撮影（日本助産師会館にて） 

第四回村松志保子助産師顕彰会表彰式と受賞のみなさま 

春の表彰式 平成１９年５月 

平成19年度通常総会と表彰式を行いました 
 

・平成19年度村松志保子助産師顕彰会通常総会 
・第４回村松志保子賞等表彰式および懇親会（ティパーティ） 
  日時：平成19年5月26日  

     総会 11時～12時、式典後懇親会 13時～17時 
  場所：(社)日本助産師会会館 ℡ 03-3866-3054(代) 

第
四
回
村
松
志
保
子
賞
等
表
彰
式
 

 
 
 
 

平
成
十
九
年
五
月
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
春
の
部
）
 

ー
表
彰
の
方
々
ー
 

 村
松
志
保
子
賞
 

 

川
口
芳
子
 
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

 
三
井
政
子
 
（
助
産
師
教
育
活
動
）
 

 
森
 
雪
枝
 
（
政
策
活
動
）
 

 
小
原
沢
栄
子
（
海
外
母
子
保
健
支
援
）
 

 
河
相
佳
子
 (

助
産
師
教
育
活
動
）
 

 
豊
島
豊
子
 
（
助
産
師
教
育
活
動
）
 

 
山
口
ミ
サ
オ
 

 
 
 
（
母
乳
育
児
・
地
域
母
子
支
援
活

動
）
 

 
宮
田
ち
ゑ
子
 

 
 
 
（
地
域
母
子
支
援
活
動
・
政
策
活

動
）
 

 
 

  
特
別
賞
 

 

山
本
美
代
子
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

 
深
谷
赤
十
字
病
院
産
婦
人
科
 

 
（
院
内
助
産
所
先
駆
的
助
産
師
活
動
）
 

 
杏
林
大
学
附
属
病
院
 
産
婦
人
科
 

 
（
助
産
師
外
来
等
先
駆
的
助
産
師
活
動
）
 

 
鎌
倉
湘
南
病
院
 
産
婦
人
科
 

 
（
助
産
師
外
来
等
先
駆
的
助
産
師
活
動
）
 

 
 

 
茨
城
県
支
部
 

 
「
子
育
て
・
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
」
 

 
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

 

(

故)

三
瓶
キ
ク
イ
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

（
故)

広
瀬
 
近
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

(

故)

谷
口
キ
ミ
（
地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

(

故)

熊
谷
ツ
ヨ
ミ(

地
域
母
子
支
援
活
動
）
 

  
精
励
賞
 

記念講演１. 
助産師の技 

記念講演２. 
地方政治と母子保健地域活動 

森雪枝 先生 
 

表彰状授与 
広瀬綾子会長 → 

表彰式が始まる前に   懇親会での自己紹介   あおいくま推進グループの方たちの楽しい余興   ご来賓の方のご挨拶    
会場でハイポーズ♪   和やかな皆様の笑顔     「寅さん」       「指揮者」      ご祝辞を戴きました 



 
（社）日本助産師会会館は志保子のゆかりの地に移転しています。 
 

    場所：東京都台東区鳥越2丁目12-2 (鳥越神社のすぐ側です) 
  電話： 03-3866-3054 ＦＡＸ：03-3866-3064 
  交通：ＪＲ「浅草橋」8分、地下鉄「蔵前」5分「浅草橋」10分 
 

会員のみなさま 
 今年はノロウイルスやインフルエンザが流行りましたが、みなさまは、
いかがお過ごしのことだったでしょう。東京では珍しく雪景色になり、
まだまだ寒い日が続きますが、お身体ご自愛のほど、春の顕彰会でみな
さまにお会いできるのを、一同楽しみにしております。 
  

お願い 
 当会では、みなさまの素敵なご活躍の声をお寄せいただき、会報でご
紹介したいと思います。また、現在ご活躍されている方や歴代のお産婆

トピックス♪ 吾嬬神社（東京都墨田区立花）の胞衣祭に村松志保子が関与！ 
吾嬬神社の由来を探るべく6月30日に参拝、見学を行いました。 

  
 村松志保子が活動の場とした現在の江東区の年表に、「亀戸村吾嬬神社で胞衣祭執行。府下産婆を招待し、胞衣のこ
の地へ埋納につき協議」と記されていることが判明しました。まさに、助産師の所縁の地といえましょう。 
 胞衣祭とは、「えな」ともよばれ、胎児を包んだ膜と胎盤の胞衣を祭る催事のことです。この胞衣祭は、皇室の胞衣
を納めた胞衣塚に関わる行事であったと言われています。 
 吾嬬神社の御祭神は、夫を無事に目的地に運ぶために、荒れる海を鎮めようと自らの命を海に投じたオトタチバナヒ
メが御主神で、一緒に夫のヤマトタケルノミコトもお祭りしてあり、その他に、福神稲荷がお祭りしてあります。 
 志保子が関わったと思われる「胞衣祭」ですが、その時期に胞衣（えな）を納めた「えな」塚が、現在は公園となっ
て残っています。 
 志保子に関わる地として、大切に残していかなければと思います。目に見えない志保子の御縁で、私達助産師が、こ
の「えな塚」に導かれた様に思えます。 

 

 次回は、この吾嬬神社の歴史について、詳しくお伝え 
できればと思います。 

「村松志保子助産師顕彰会」入会のご案内 
 

【入会の方法】 
  本会の活動趣旨に賛同される方ならどなたでも入会できます。 
  所定の入会申し込み用紙で申し込み、入会費及び会費の 
  納入確認後、会長が入会を承認いたします。 

  入会金 ： 5,000円  年会費 ： 5,000円    

 

【お問い合わせ先・入会用紙送付先】 
  「村松志保子助産師顕彰会」事務局 
  住所：〒192-0914  東京都八王子市片倉町1181－5 
  電話・ＦＡＸ  ： 042-635-7117  

  Ｅメール   ： otafuku-o@nifty.com.jp 
【会費等振込先】 
  口 座 名：村松志保子助産師顕彰会 

  口座番号：郵便貯金 総合通帳  

   記号 （ １００４０ ） 番号 （ ９７１３６５３１ ） 

19年度会計報告（4月1日～10月末日） 

 
）
   

 

   

H19. 5.26  第4回村松志保子賞等表彰式   
       平成19年度村松志保子助産師顕彰会 
       通常総会 
H19. 6.30   吾嬬神社参拝 
H19.11. 6   平成19年度第1回理事会 
H19.11.25   ミニシアター参加 講演 
      講師：岡本喜代子日本助産師会副会長 
H20. 2. 5   平成19年度第2回理事会      
H20. 2.16   村松志保子の墓参り（予定） 
H20. 4.13   春の部表彰式（予定） 
 

平成19年度活動報告 

 
  みなさま♪ 

志保子ゆかりの地を 
ご一緒に 

散策しませんか♪ 

内訳 収入 支出 差額
前年度繰越金 406,219 406,219
会費 140,000 546,219
入会金 90,000 636,219
お祝金 185,000 821,219
雑収入 5,228 826,447
会場費 12,000 814,447
懇親会費 45,367 769,080
事務費 10,967 758,113
謝礼 33,150 724,963
弔電 24,171 700,792
合計 826,447 125,655 700,792



   記号 （ １００４０ ） 番号 （ ９７１３６５３１ ） 



 

地方政治と母子保健地域活動 

     



今年はノロウイルスやインフルエンザが流行りましたが、みなさまは、

 


